
奈良女子大学は、現在のそして未来の女性研究者を応援しています

奈良女子大学 富﨑 松代

文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」平成18年度採択課題
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森林総合研究所シンポジウム

「ワーク・ライフ・システム構築への挑戦」
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毎年増加
西欧先進諸国と同等
上位の職階で増加



規模が小さい 地方の 女子大学にできる試み

・保育所等の設置は難しい

⇒地域・卒業生・学生・教職員が助け合う

個別のニーズに合わせたきめ細かい支援

・大学が地域・卒業生との連携

⇒県・市などと合同で啓発活動を行う

卒業生のネットワークをキャリア形成に活用

◆ 女性研究者の研究生活と家庭生活の両立支援に何が必要か

・構成員の意識改革
・学内の保育施設 学内ニーズ把握のために、アンケート調査を実施

◆ 大学院修了生に必要な支援は何か
・博士後期課程修了者のキャリア継続のための支援
・大学院修了者のチャレンジ支援・再チャレンジ支援

◆ 女性研究者の裾野を拡大させるには何が必要か
・学生・院生と女性研究者の交流と情報交換、ロールモデル
・研究キャリアパス形成 奈良県、奈良市との連携

◆ 女性研究者に対する相談体制の充実
・出産・育児・介護の相談

・女性の健康相談



キャリア形成･
維持･向上への支援

女性学生－女性研究者交流
卒業生・修了生ネットワーク

男女共同参画実現へ

向けた意識啓発活動
自治体と連携した推進活動

次世代の研究者育成事業
自治体と連携した科学普及活動

教育研究支援員制度
多くの女性教員に対する支援
双方のキャリア形成・継続支援

女性研究者の両立支援
共助型子育て支援システム



・アンケート調査結果
二次保育（土日・祝日、大学行事中、学童保育後など）の充実を希望する声が最も多い
可能なら常時開設の保育施設が欲しいという意見も

・東北大学、日本女子大学、産総研関西センター等の保育施設を見学
（設立までの経緯や実状について関係者と面談、情報収集）

・平成19年熊本大学が実施した運営形態に関する調査結果より
大学直営、外部委託、社会福祉法人による運営、園運営委員会による運営などがある
いずれの場合にも、大学が負担する経費にそれほどの差はないと思われる
外部委託方式が、大学の事務的な負担量が最少になると思われる

（本学の現状に照らして）外部委託が適当と判断し試算

学内に常設保育所を設置した場合（いくつかの条件） 1200万円／年 程度の運営費が必要

総合支援策

・乳幼児および学童について、民間保育施設等からの送迎と預かりの支援を行う
・利用者宅またはサポーター宅で預かりの支援を行う
・「一時預かり」の施設を利用して、学内での預かり支援を可能にする



二次保育や休日保育、緊急時保育を重点的に

個人の多様なニーズ（時間・場所・状況）に応じた

きめ細やかな育児支援を実施

教職員対象のアンケート（平成18年2月）

自治体や民間の育児

支援グループと連携

・webシステムの構築 緊急の育児支援の要請に応えるソフトの開発

・人材ネットワークの構築 地域住民、教職員、院生、学生など

・ハード面での連動策 学内の子育て支援室・授乳室の設置・拡充

業者と共に子育て支援ソフトの開発

学内支援施設の充実



子育て支援サポーター

まだ3時間は

帰れません。

どなたか、

子どもをみて

ください。

支援活動
送迎･預かり

利用者

私は忙しくて無理です

Webシステム『ならっこネット』
PCや携帯電話を利用して、 ・急な支援依頼を確実にサポーターに届ける

・利用者が支援状況を随時確認できる

サポーター
確保

支援依頼

送迎を開始
しました

私はOKです。
保育園に迎えに
行って、うちで
みましょう。



利用者・サポーターがそれぞれ登録する

・養成基礎講座修了者
・看護師・保育士など

有資格者
奈良女子大学職員
学生・事業本部で承認された者

満３ヶ月～
小学６年生

利用者 サポーター

利用できる
子ども

登録

ひもつけ システムコーディネーターが
利用者の要望に添った
複数のサポーターを選出する
↓
三者の面接により、詳細を決定する

ひもつけのための面接の様子→



ネットの画面

支援依頼中の画面

依頼は24時間受付
希望時間の100分前まで



↑

利
用
者
が
送
迎
完
了
を
承
認

支援時間：
7:30～22:00
（宿泊含まず）

報告書への記入
経費支払い
↓

利用者は毎月報告書提出

平日9-18時 700円／時
それ以外 800円／時

＋実費

↑
利用者が送迎の
状況を確認



支援活動へのバックアップ

管理者対応・・・コーディネーターが直接サポーターを探す

あるいは臨時にサポーターを代行する
支援1時間前になってもサポーターがみつからないとき
長期休暇中で、ひもつけサポーターが不在のとき など

緊急対応･･･事業本部が個別に対応

支援開始直前にサポーターがキャンセルしたとき

支援中の事故・不測の事態 など

保険への加入

サポーターへの傷害保険 賠償責任保険 児童傷害保険

ならっこネットを使わない場合への対応
・・・事前報告書（FAX・メール可）を提出し、電話などで個人間で連絡を取る

急な依頼 ・ サポーターが携帯電話を持たない場合

深夜･早朝 ・ ならっこネットがシステムダウンしたとき など



昨年度までの養成講座
平成18年度：11～12月開講 計１７講座
平成19年度：8月開講 計１１講座
１日２講座（90分×２）を連続しておこなう形式
受講後、希望者のみサポーター登録

サポーター養成基礎講座
毎月開講
子育て支援の基礎（90分）＋子育て支援システムの説明
受講後、希望者のみサポーター登録

サポーター養成ブラッシュアップ講座
毎月１講座開講、今年度は計８講座開講予定
専門家による講義（90分）＋ベテランシッターによる助言指導（茶話会形式）
サポーター他、一般参加可

（一般参加者が関心をもち、基礎講座へ参加したケースもあった）



本システム紹介
パワーポイントから

子育て支援の基礎・講義中



子どもの応急手当講座

講義の様子

ベテランシッターを囲んで



行事担当者

託児依頼（日時・人数）

終了後に経費の支払い

事業本部

保険加入

託児室確保

依頼

本システムサポーター
ひもつけと無関係に
集団託児可の方のみ

行事当日
学内にて託児

担当者選出

地域の子育て支援団体
協力



学内での預かり
現在、託児専用室はない
学生会館の和室を利用

子どもの滞在に備えて
オムツ替え用のベッド設置
多目的トイレに子供用便座設置
浄水器（ミルク用）を設置
AEDの子どもへの利用法

の周知
学内の子供用設備利用マップ

（作成中）



●母性支援相談室
・ 母性支援カウンセラー

女性教職員・学生の健康相談

育児・介護などへの相談を担当

●本大学規定をわかりやすくまとめた

出産・育児及び介護に関する
リーフレットの作成など

両立支援のための
相談窓口の開設・情報の提供

女性外来専門医による
女性の健康相談の様子



今後の課題

・利用者数増加のための方策

・多目的室（子育て支援室）の設置

・臨時託児実施体制

・来年４月以降の体制


